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資  料
兵庫県播 磨地 方東 部における第四系 露頭

觜 本   格O ・佐 藤 裕 司2)* ・加 藤 茂 弘2)

Quaternary  outcrops in the eastern part of the Harima  district, Hyogo  Prefec-

ture. Itaru Hashimoto0, Hiroshi Sato"* and  Shigehiro Katoh2)

は じ め に

兵庫県南部播磨地方東部に広く分布する第四系につい

ては, 鹿間(1936) をはじめとして, 今 口までに多 くの

層序学的研究が行 われてきた.

鹿間(1936) は本地域の新生界を明石層群と播磨削群

に区分し, 前者を鮮新統, 後者を淇積統とした. その後,

市原・小黒(1958) および市原ほか(1960) は, 本地域

の第四系と大阪盆地の大阪層群との対比を試みた. そし

て, 明石層群 は大阪層群と連続する地層群であるが, 人

阪層群上部に相当する地層をほとんど欠くことから, 本

層群を大阪層群の一一一部に相当すると考えこ 大阪屑群明石

累層と命名した. その後, 若干 の修正が加えられたもの

の, 市原 ほか(1960) による層序が, 1980 年代はじめま

で, 本地域の第四系層序の標準とされてきた.

一方, 本地域の第四系からの産出化石としては, 播磨

灘 の海食 崖 に露 出 す る明 石 累 層 か ら の ステ ゴド ン

(.Stegodon  akashiensis) をはじめ( 鹿間, 1936 など),

舞子貝層や高塚山貝層からの貝化石などが古くから注目

されてきた( 福田・安藤, 1951 ; 安藤, 1953 など).

ところが, 1980 年頃から始まった神に::・卜l l打西部の大規模

なニュータウン開発に伴い, 大規模な露頭が数多 く出現

し, 本地域の層序について新たな情報が得られるように

なった. そして, それらの露頭の調査から, 1980 年以 前

の層序の再検討がなされた[ 前田・觜木, 1983 ; 藤日]・

笠間, ↓983 ; 藤田・前田, 1984 ; 觜木・前田, 1989 ; 居

川・市原, 1993). それと同時に古生物学的な資料 も豐

富にそろい, 播磨地方における第四紀の自然環境変遷史

が明らかにされつつある.

このことは単に, 播磨地方の第四紀の[T]然史について

の知識にとどまらず, 囗本 の第四紀における自然史の解

明にとっても大きな意義をもっ ものである. しかしなが

ら, 本地域の第四系については, 大阪層群との関係をは

じめとして, まだ十分に一致した見解が得られていない

点もあり, さらに詳細な調査と新たな手法を用いた研究

が必要とされている.

本報告では, 今後の野外調査や, 博物館などにおける

普及教育活動などに活用されることを目的として, 播磨

地方東部に分布する第四系の露頭を対象に, その所在地

削準および保存状況を記載した. このような目的のため,

本報告では各露頭の詳細な記載 は省略した.

本報告は,8 項[] にわたる「兵庫県地質関係基礎資料」

の1 つにあたり, 県産化石については小林ほか(1995)

において, 白 亜紀末~ 古第二紀深成岩類, 新生代火山岩

類および鉱物資源については本 号において, それぞれ報

告されている. また, 収録資料の概説, 全般的な資料の

収集方針および各 資料 間 の関連 など につ いて は小 林

(1995) に記されている.

露 頭 の 位 置 と層 準

播磨地方の第四系分布域の中で, 国土地理院発行の5

ヵ 分の1 地形図[ 神戸],[ 須磨], 「高砂」, 冂ヒ条],[ 明

石] に含まれる地域において, 大阪層群相当層を主対象

として露頭資料を収集した.

現地調査は1991年8 月から1992 年2月にかけて実施した.

現地調介の実施以前にすでに消滅した露頭についても,

兵庫県卜における第四系 の層序や第四紀の古環境復元に

とって砠要な意義をもつと判断される露頭は, 文献調査

に基づいて記載した.

播磨地方の第四系|ム)く分については, 主として觜本・前

川(1989) に基づいた(. 表 匸).

調介を行った个露頭の所在地・層準・保存状況を表2

に示し, その位置を図1-1~21 に示した. このうち, 第

四系の削序や第四紀の古環境復元にとって重要と思われ

る露頭と, それぞオ1の累層・単層の模式露頭について は

柱状図を付した.

以ドで は, 明石累削および明美累層について, その概

略を述べる. なお, 小林 ほか(1995) に本地域の第四系

産化石群の目録が掲載されているため, 以下においては,
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表1. 播磨平野東部の第四系区分(觜本・前田(1989) に基づ0.

化石の産出状況や産出化石についての記述はしなかった.

1. 明石累層(A)( 図1-1~7,1-10・13・14)

基盤岩類および神戸層群を不整合に覆い, 明美累層お

よび中位段丘構成層・西八木層に不整合に覆われる非海

成の地層群である( 觜本・前田, 1989). 本累層 は, 播

磨地方 の南部および西部では礫・砂・粘土 のリズミカル

な互層から構成され, 東部および北部では厚い砂礫層

(垂水礫層) から構成される.

本累層に挟在する数枚の火山灰層のフィッショントラッ

ク年代値が1.6~3.3 Ma を示すことから, 明石累層 は上

部鮮新統~ 下部更新統に相当すると考えられている( 觜

本・前田, 1989).

2. 明美累層(M)( 図1-1 ・2・5・7・8・ 1 1 ・ 12・ 14)

明石累層を不整合に覆う, 中位段丘構成層・西八木層

よりも下位の地層群である. 本累層は, 下位より朝霧部

層(MA) ・高塚山部層(MT) ・岩岡部層(MI) の

3 部層から構成され, いずれの部層も海成層を挟在する

(觜本・前田, 1989). これら3 部層はいずれも明石累層

を不整合に覆って堆積する. しかし, 各部層が直接累重

する地点 はこれまでには確認されていない.

以下に, 明美累層を構成する3 部層について簡略に述

べる.

a 朝霧部層(MA)( 図↓-↓4)

本部層は明石海峡沿いに局所的に分布する, 明石累層

を不整合に覆う地層群で, 海成 の川西粘土層(Kc, 市

原ほか, ↓960) を主体として構成される. 川西粘土層 の

下位には, 舞子貝層( 安藤, ↓953) が層位し, Locs. ↓03,

105( 図卜↓4)においては, 両層が整合関係であ ることが

確認された.

b 高塚山部層(MT)( 図卜1・2)

明石累層を不整合に覆う, 海成 の高塚山粘土層(Tc,

市原ほか, 1960) から砂礫層・礫層へと累重する地層群

である.

高塚山粘土層は, 海進に伴い, 堆積環境が淡水域から

海域へと変化したことを示すとともに, 豊富な貝化石や

微化石を含む点て注目される( 觜本・前田, 1989).

高塚山粘土層に挟在する火山灰層については, 0.49 ±

0.09 Ma ( 藤田・前田, ↓984) お よび0.35 ±0.09 Ma

(鈴木, ↓988) のフィッショントラック年代値が得 られ

ている.

c 岩岡部層(MI)( 図↓-5・1↓・↓2)

明石累層を不整合に覆う地層群で, 海成の赤坂粘土層

(Ac, 市原・小黒, ↓958) を挟み, 播磨圸方東部におよ

んだ海進を示す地層である.

3. 多聞不整合( 図1-1)

明美累層の各部層と明石累層との不整合は多聞不整合

と呼ばれている( 觜本・前田, 1989).

従来の研究においては, 両層に挟在する火山灰層のフィッ

ショント ラック年代値に基づ き, 明石累層は上部鮮新統

~下部更新統に, 明美累層は中部更新統に, それぞれ属

するとされ, 両層は不整合関係にあると考えられてきた

(觜本・前田, 1989).  Locs.l,  2 においては, 両 層の不

整合関係が実際に露頭で確認された( 図1-1).

4. 高塚山断層( 図1-15)

本地域の明石累層分布域の東端を, ほぼ南北方向に走

る西上がりの逆断層である( 藤田・前田, ↓984). 本断

層を挟む数百メートルの範囲の地層には, 基盤の花崗岩

内で発生した東上がりの逆断層によって生じたと推定さ

れる撓曲構造が認められ, 高塚山断層はその撓曲の発達

に伴って生 じた副次的逆断層であると考え られてい る

(觜本・前田, ↓989).
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表2. 露頭リスト( 構成層および層準で表示した記号については表1 を参照).

(保存状況 ○; 現存, △; 半消滅, ×; 消滅)



表2 八 つづき)

(保存状況 ○; 現存, △; 半消滅, ×; 消滅)



図1-1.露頭の位置および柱状図( 露頭NO 工2,19). [X囗 の露頭位置図において, ●印は現存する露頭もしくは半消滅した露頭,0 印は消

滅した露頭, ♂印は地形写真撮影地点と撮影方向を示す.



図1-2. 露 頭の位置および柱状図( 露頭No.5,  6, 7, 8, 9, 11, 16, 17, 18, 20,涯) 厂MT: 明 笑累丿叫高塚山部層,TC: 高塚山粘土層,A: 明石累層,

AL: 明石累層下部,Tg: 垂水礫層.



図1-3. 露 頭の位置および柱状図( 露頭NO  。22,23)。Λ賺L石累㈹, 匚O()3 の露頭柱状μ|は神パの自然研究グループ(1988) のp 。53を 引用。



図1-4.露頭の位置および柱状図( 露頭No.26,27,28,30,31).  A: |町石累川, Λし 明石累胼上部にTg: 垂水礫層.



図1-5. 露頭の位置および柱状図( 露頭No.24,  25, 29, 32, 35, 36). MI: 明美累層岩岡部層,A: 明石累層,AM: 明石累層中部.



図1-6. 露頭の位置および柱状図( 露頭No.37,  38, 40, <口, 42)。Λ:明石累則, Λレ ΛM: 明石累層上~巾部,Tg: 垂水礫層。



図1-7. 露頭の位置および柱状図( 露頭N0.48 パ9, 50, 54, 55, 56)。M: 明美累層, M-A: 明美累層~明石累層。



図1-8. 露頭の位置および柱状図( 露頭No.58,  59, 60, 68). Tm: 中位段丘構成層,M: 明美累層.



図1-9. 露頭の位置および柱状図( 露頭No.73,  74, 75). A: 明石累層.



図1-10.露頭の位置および柱状図( 露頭No.76). A: 明石累層.



図1-11. 露頭 の位置および柱状図( 露 頭No.85,  86, 87, 95). MI: 明美累川:岩岡部川,jj丶:11.Jjイi累川.



図1-12. 露頭の位置および柱状図( 露頭No.89,  90, 91, 92, 93,叫). Ml: 明 芙累舮ぽこ謳1部層, ΛC:赤坂粘 目頭.



図1-13.露頭の位置および柱状図( 露頭No.98, 99). Loc.99の露頭柱状図および層序区分は市原・稲田(1987) の図29を引用.



図1-14. 露頭の位置および柱状図( 露頭No.102,  103, 104, 105, 109, 112). Tm: 中位段丘構成層,M: 明美累層,MA: 明美累層朝霧部層,

Kc: 川西粘土層,AL: 明石累層下部.



図1-15.高塚山断層。



図1-16.地形の位置および写真( 露頭No.34). 櫨谷中学校より南方の丘陵地をのぞむ. 明石累層よりなる丘陵は定高性が著しく, 南へ次

第にその高度を下げていく.



図1-17.地形の位置および写真( 露頭No.45). 平井東方の尾根(140m) から北方の小野方面をのぞむ. きわめて平坦な段丘面が広がる.



図1-18.地形の位置および写真( 露頭No.67). 社町付近に分布する5 段の段丘面中, 下位より2 段目の段丘面上からより高位の段丘面群

をのぞむ.



図1-19. 地形の位置および写真( 露頭N0.70). 加古川右岸( 青野ヶ原) から社町付近の段丘地形をみる.



図1-20.地形の位置および写真( 露頭No. 84).春日台より北西の岩岡丘陵の段丘面をのぞむ.



図1-21. 地形の位置および写真( 露頭N0.113). 本多聞より北方の段丘面をのぞむ.




